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ｺｰﾎﾟﾚｰﾄﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ本部 

組織図 

1. 本部の概要・位置付け 
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ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｽﾀｯﾌ部門 

 13営業本部+３極体制 

鉄鋼製品本部 

金属資源本部 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ本部 

基礎化学品本部 

機能化学品本部 
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食品事業本部 

ｺﾝｼｭｰﾏｰｻｰﾋﾞｽ事業本部 

ICT事業本部 
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営業部 8 

本部長 
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 戦略企画室 
 人事総務室 
 新事業戦略室 

本部長補佐 

自動車第三部 

自動車第二部 

自動車第一部 

建機・産業ｼｽﾃﾑ部 

航空・交通事業部 

交通ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ部 

船舶事業開発部 

船舶営業部 

機械・輸送システム本部 
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・
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東
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・
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自動車 
自動車･二輪車の組立、製造、
部品の輸出入、卸売代理事業、
小売販売事業、販売金融事業、ﾄ
ﾗｯｸﾘー ｽ・ﾚﾝﾀﾙ並びにﾛｼ゙ 事業 
 
 

建機・産業機械 
鉱山・建設機械、生産設備、
工作機械など産業機械の 
輸出・販売・ｻｰﾋﾞｽ事業、ﾘｰｽ 
事業 

船舶 
船舶の売買、保有・運航、
ﾘｰｽ及びﾌｧｲﾅﾝｽ、用船・ 
中古船・舶用機器の売買 
仲介、船舶管理・ﾃｸﾆｶﾙｻー ﾋ゙ ｽ 

航空 
航空機ﾘｰｽ 
航空機ｴﾝｼﾞﾝ開発投資・ 
ﾘｰｽ・販売 
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ輸入販売 

交通 
鉄道車輛ﾘｰｽ事業 
交通ｲﾝﾌﾗﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
貨物輸送事業 
旅客輸送事業 

建機・ 
産業機械 

自動車 

航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

事業領域 
1. 本部の概要・位置付け 
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1. 本部の概要・位置付け 
 世界展開の状況 

6 

社 
150 約 

関係会社数 

人 
17,000 

約 

連結従業員数 

拠点 40 約 

事業所数 

Toyota Motor Manufacturing Turkey 

AMY, AMT Russia 

India Yamaha Motor 

Bussan Auto Finance India 

Transystem Logistics Int’l 
Yamaha Indonesia Motor Manufacturing 

Bussan Auto Finance 

Hino Motors Sales (Thailand) 
Hino Motors Manufacturing (Thailand) 
BAF (Thailand) 

Sollers-Bussan 

Hino Motors Sales 

Kuotu Motors 

Toyota Manila Bay Corporation／Toyota Cubao/LEXUS Manila 

Toyota Motor Philippines 

Automotores Toyota Colombia 
Hino Motors Manufacturing Colombia  

Toyota del Peru 

Mitsui Automotriz 

Mitsui Auto Finance Peru 

Toyota Chile 

Mitsui Auto Finance Chile 

Veloce Logistica 

Daihatsu Malaysia / Perodua Auto Corporation 

Transfreight Automotive Logistics Europe 

Transfreight China Logistics 
Kobe Aluminum Automotive Product (China) 

Hino Motors Manufacturing Mexico 

Hino Motors Sales Mexico 

Toyota Canada 

Kobe Aluminum Automotive Product 

Hino Motors Sales USA 

Taiwan High Speed Rail 

Mitsui Rail Capital Europe 

VLI 

Odebrehct Mobilidade 
SP Line4 

Komatsu-Mitsui Maquinarias Peru 

Komatsu Marketing Support Australia 

National Plant and Equipment 

OMC Shipping 

M&T Aviation Finance 
Willis Mitsui & Co Engine Support 

MRC1520 

Komek Machinery 

Mitsui Rail Capital 

M&Y Techmat 

Ellison Technologies 

Penske Automotive Group 

(May, 2015) 

Mitsui Automotive Thailand 

Android Industries 

Road Machinery 

MRCLA 

Mitsui Motion Maquinas 

M&B Conversions 

Lao Toyota Service 

Mingalar Motor 

三井物産ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ 
三井物産ﾏｼﾝﾃｯｸ 
太陽建機ﾚﾝﾀﾙ 
東洋船舶ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ 
三井物産ｴｱﾛｽﾍﾟｰｽ Penske Truck Leasing 

Global United 

■ 自動車 ■ 建産  
■  船舶   ■ 航空  
■ 交通 
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1. 本部の概要・位置付け

2013年 
  6月  台湾高速鉄道の南港延伸プロジェクト受注に協力 
  9月  ブラジルにおける一般貨物輸送事業への出資参画 
  12月 PT. Bussan Auto Finance社による第三者割当増資について 

2014年 
  4月  インドにおける農業機械製造販売事業への参画
  5月  ミャンマーに自動車アフターサービス事業会社を設立
  9月  米国Cameron LNG輸出プロジェクトに係る定期用船契約を締結 
  11月 ブラジルにおける旅客鉄道事業への参画 

2015年 
  1月  米国Cameron LNG輸出プロジェクトに係る定期用船契約を締結 
  3月  北米におけるトラックリース・レンタル事業及びロジスティクス事業への参画 
  3月  北米トランスフレイトのペンスキートラックリーシング社への統合について 
  3月  北米における鉄道貨車リース事業について 
  4月  メキシコにおける鉱山機械販売・サービス会社の再編について
  4月  インドネシアで地下鉄「ジャカルタ都市高速鉄道南北線」向け鉄道システム一式・軌道工事契約を締結
  5月  米国Cameron LNG輸出プロジェクトに係る定期用船契約を締結 

7 

最近の動き/ニュースリリース一覧 
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124億円 
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11,791億円  

1. 本部の概要・位置付け 
 事業規模・業績 

(出向者含む本体の人員数) 
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事業別収益性（PAT）15/3期実績 
（親会社単体は含まず） （億円） 

自動車領域の事業 

1. 本部の概要・位置付け 
 

建産領域の事業 

船舶領域の事業 
航空領域の事業 

交通領域の事業 

10億円以上の事業会社 
 

（17社） 

※PATｲﾝﾊﾟｸﾄ3億円以上の事業のみ記載 
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2.モビリティ 
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11 2. ﾓﾋﾞﾘﾃｨ - 様々な業界との幅広い接点と成長性 
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12 2. ﾓﾋﾞﾘﾃｨ - 様々な業界との幅広い接点と成長性 

食糧・食品 
（ﾏﾙﾁｸﾞﾚｰﾝ） 

化学品 
 

鉱山資源 
（Vale) 

鉄鋼製品 
（造船所） 

エネルギー 
（LNG) 

旅客 
 

金融・ﾘｰｽ 
 

鉱山用機械・農業機械の供給 

自動車・船舶・航空機・鉄道等、輸送システムの供給 

各業界のグローバル物流への貢献 
顧客、市況情報の共有・展開⇒総合力発揮 
資源開発、農業分野への貢献 
 

http://blogs.diariodepernambuco.com.br/mobilidadeurbana/2012/05/veja-como-vai-ficar-o-centro-do-rio-com-bonde-moderno/mapa-centro-rio/
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3.Repositioning 
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商権型販売代
理店事業 

(ﾒｰｶｰｷｬﾌﾟﾃｨﾌﾞ) 

1988～ 

自動車生産・組立 
生産部品ﾛｼﾞ事業 

1995~ 

二輪・四輪 
販売金融 

2001~ 

ﾏﾙﾁﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 
ﾘﾃｰﾙ事業 
(PAG) 

2015~ 

ﾄﾗｯｸﾘｰｽ・ 
ﾚﾝﾀﾙ事業 
(PTL) 

14 

商権型販売代理店事業： 日本からの輸出、現地販売、販売金融 
二輪・四輪車の生産・組立事業 （ﾄﾙｺ、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ｲﾝﾄﾞ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾏﾚｰｼｱ） 
生産部品ﾛｼﾞ事業： 自動車ﾒｰｶｰ向け生産部品の輸送（米国、ｶﾅﾀﾞ、ﾒｷｼｺ、ｲﾝﾄﾞ、中国、欧州） 
二輪・四輪販売金融： 消費者向け販売金融（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾀｲ、ｲﾝﾄﾞ、ﾁﾘ、ﾍﾟﾙｰ） 
ﾏﾙﾁﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾘﾃｰﾙ事業:  PAG (Penske Automotive Group) 
ﾄﾗｯｸﾘｰｽ・ﾚﾝﾀﾙ事業:  PTL (Penske Truck Leasing)（北米部品物流を吸収） 

守備範囲の 
拡張・重層化 

自動車領域の取組・発展 

3. Repositioning 
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北米トラック・リース事業 
 (Penske Truck Leasing (PTL): 当社20%出資) 

15 

PTL社 北米ネットワーク 

米国市場は先進国でありながら人口増並びにこれに伴う荷
動き増が見込まれ、これを着実に捉え、輸送機材・物流ﾆｰｽﾞ
の最適化に取組む。 

フルサービス 
リーシング 

コントラクト 
メンテナンス 

トラック 
レンタル 

ロジスティクス 

法人向けﾄﾗｯｸﾘｰｽ事業 
約700ヵ所の在米自社ｻｰﾋﾞｽｼｮｯﾌﾟを通じて、修理

や給油等のﾒﾝﾃﾅﾝｽも行なうﾌﾙﾊﾟｯｹｰｼﾞｻｰﾋﾞｽ 

顧客が保有するﾄﾗｯｸに対するﾒﾝﾃﾅﾝｽｻｰﾋﾞｽ 
将来的にリース契約に繋がるﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ大 

 法人向け並びに個人向け(主に引越用)の短期ﾚﾝﾀﾙ 
 景気後退期には短期ﾚﾝﾀﾙを望む顧客が増加 

輸送業：自社機材・運転手による輸送 
倉庫、物流拠点：保管・配送拠点の運営 
運行管理：協力運送会社を用いての輸送/運行管理 

PTL提供ｻｰﾋﾞｽの概要 

3. Repositioning (自動車領域の取組・発展) 
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車
両
供
給

 
輸
送
事
業

 
イ
ン
フラ
整
備

 
車
両
リー
ス

 

本邦ﾒｰｶｰの 
高い競争力 

新興国ﾒｰｶｰの台頭 
(韓国・中国) 

民営化の流れ 
世界的な資源ﾌﾞｰﾑ 

新興国成長 

1980年代 1990年代 2000年代 

交通領域の取組・発展 

Brazil 
EMU Supply 

Ireland 
DMU/EMU Supply 

Brazil 
EMU Supply 

South Africa 
Locomotive Supply 

Malaysia 
Electrication & double 
Tracking construction 

Taiwan 
High Speed Rail 

China 
Monorail Project 

Saudi Arabia 
North South Railway 
Civil & Track Work 

USA 
Freight Car Lease 

Europe 
Locomotive Lease 

Brazil 
Freight Car Lease 

Brazil 
SP Metro Line 4 PPP 

Brazil 
Freight 

Transportation 

India 
Dedicated Freight 

 Corridor(DFC) 

Russia 
Freight Car Lease 

Brazil 
Urban Mobility 

旅客鉄道分野 

貨物鉄道分野 

3. Repositioning 

http://www.railcolor.net/index.php?nav=1405039&lang=1&id=26876&action=portrait
http://blogs.diariodepernambuco.com.br/mobilidadeurbana/2012/05/veja-como-vai-ficar-o-centro-do-rio-com-bonde-moderno/mapa-centro-rio/
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船舶領域の取組・発展 
ガスバリューチェーンにおける総合力 － Cameron LNG Project 

海上輸送 

機械・輸送システム本部 

北米 日本・アジア 

エネルギー第一・第二本部 

プロジェクト本部 

…
 

MMGS 
(ｶﾞｽ調達・販売) 

Cameron LNG 
(ｶﾞｽ液化・販売) 

 
 
 
 

LNG受入施設 
 
 
 
 

エネルギー第一・第二本部 

3. Repositioning 
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4.戦略・方針・収益あり姿 
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   連結PAT 302億円、グローバルベースで346億円を達成  
  *括弧内は対前年比 
 
  連結売上収益 3,866億円（   +279億円）  
  連結売上総利益  1,050億円（   +106億円） 
  連結純利益   302億円（   +178億円） 
  連結総資産        11,791億円（+1,969億円) 
 
 

19 

① 本部の今後の収益の柱となるRepositioning Project投資3件を実行 
 VLI （ブラジルにおける一般貨物輸送事業への出資参画） 
 OM （ブラジルにおける旅客鉄道事業への参画） 
 PTL （北米におけるトラックリース・レンタル事業及びロジスティクス事業への参画） 

 
② 総合力の発揮 

 米国Cameron LNG輸出プロジェクトに係る定期用船契約を締結（エネルギーセグメントとの協同案件）  

• 船舶の新造船、中古船取扱隻数増 
• 米州、アジアにおける自動車販売好調 
• アグスタヘリコプター納入機数増加、GE航空エンジン開発投資費負担減 
• VLI収益貢献 

主要プラス要因 

• 鉱山市況下落に伴う、鉱山機械事業の苦戦 
主要マイナス要因 

定量面 

定性面 

(新中期経営計画１年目を振り返って) 
4. 戦略・方針・収益あり姿 
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収益性や保有意義の薄い事業からの撤退を通じて回
収したﾋﾄ・ｶﾈのﾘｿｰｽを、新たな事業へ再投入する。 
 
事業の組換えを通じて、全事業領域でﾊﾞﾗﾝｽの取れ
た収益ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを構築する。 
 
新規案件 (VLI、OM、PTL)の着実な立上げ、
PMI(Post Merger Integration)の実行。 

4. 戦略・方針・収益あり姿 (新中期経営計画) 

方針達成に向けた方策 

方針 
収益への拘り 
事業計画（グローバルベース PAT 400億円程度）の達
成、ROAの向上 
 ⇒ 2020年PAT 400～500億円に向けたｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ 
 
狙い目地域・事業領域の推進・具体化 
商用車事業、ﾛﾎﾞﾃｨｯｸｽ・ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ事業、ｲﾝﾄﾞ市場開拓 
資産ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵの良質化 
 
ﾃﾞｺﾝｿﾘによる資産圧縮。資金・人材の再配分 

再生 
衰退期 

成熟期 
(利益摘み取り) 

リソース再配分 

成長期 
(ﾁｬﾚﾝｼ゙ ) 

経営ﾘｿｰｽの回収・再配分による 
事業ﾗｲﾌｻｲｸﾙﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 

• 鉄道貨物輸送事業 
• 鉄道旅客輸送事業 
• 北米ﾄﾗｯｸﾘｰｽ事業 
   etc. 
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5.将来に向けたキーワード 
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22 5.将来に向けたキーワード 

商用車事業 
米国、ﾒｷｼｺにおける日野ﾄﾗｯｸの製造販売
事業強化に取組中。 
PTL(ﾄﾗｯｸﾚﾝﾀﾙﾘｰｽ事業)とのｼﾅｼﾞｰを狙う
と共に、中南米、豪州への展開も視野に
入れる。 
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オートメーション・ロボティクス事業 
先進国を中心に進むとされる生産年齢人口の減少やそれ
に伴う労働力ｷﾞｬｯﾌﾟを埋める技術として、ﾛﾎﾞｯﾄを利用し
た自動化事業に注目している。 
北米では工場の自動生産設備の設計・販売事業(ｱｼｰﾀ
)の他、自動車部品組立事業(ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ)に取組んでい
ます。今後はﾌｧﾅｯｸ、安川電機との新たな取組を追求、
既存事業との相互のｼﾅｼﾞｰ創出を狙える素地を持ってい
る。工場、倉庫等の作業負担を軽減するﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄｽｰﾂ
（ｱｸﾃｨﾌﾞﾘﾝｸ）の将来性にも注目。 

5.将来に向けたキーワード 

ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ ｱｼｰﾀ 

ｹﾞｼｭﾀﾝﾌﾟ 

ﾌｧﾅｯｸ 

安川電機 

ｱｸﾃｨﾌﾞﾘﾝｸ 
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旅客鉄道 周辺事業開発ー「駅ナカ」ビジネス 
ブラジルを始めとする当本部 旅客鉄道事業取組の付加価値向上及び
周辺/派生事業展開: 
本邦鉄道事業者による世界で最も先進的な「駅ナカ」ビジネスを、 
当本部の海外地場知見・コンシューマーサービス事業本部及び現地パー
トナーの協力も得ながら、「現地化」しつつ新マーケットに導入。 
現地の人々に「日本のおもてなし・気配り・心意気」に裏打ちされた、 
便利で新しい消費体験を味わって頂く。 
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インドにおける取組 
当本部は、他商社機械部門と比較してもﾄｯﾌﾟｸﾗｽの取組実績が在
り、旅客・貨物輸送事業を含めて、今後の事業展開の素地を持っ
ている。駐在員は13名と商社機械部門では最大。 
 
 機械・輸送ｼｽﾃﾑ本部取組事業 

• DFC project(高速貨物専用鉄道) 
ｲﾝﾄﾞ最大の産業集積地帯であるﾃﾞﾘｰ~ﾑﾝﾊﾞｲ間 
1,467km のDFC西回廊建設・整備ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ。当社は本
邦・現地ﾊﾟｰﾄﾅｰ企業と共に入札参加中。 

• Global United (船舶) 
ｲﾝﾄﾞ内航船運航事業。地場ﾈｯﾄﾜｰｸと、当社の船舶領域ｸﾞ
ﾛｰﾊﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸのｼﾅｼﾞｰ効果を追求 

• India Yamaha Motor (二輪製造販売) 
2008年出資参画。2012年に中国を抜いて世界一の二輪
市場且つ世界有数の輸出拠点 

• BAF India (二輪販売金融) 
本社・15 支店・4 出張所を通じ、ｲﾝﾄﾞ全国314都市・340
ﾃﾞｨｰﾗｰを網羅 

• Transystem (自動車部品ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ) 
ｲﾝﾄﾞ最大の総合物流会社TCIとのJV (当社51%出資) 

KE 

  India Yamaha Motor 

BAF India (head office)  

Transystem 

Global United 

DFC 

5.将来に向けたキーワード 
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事業領域概要  自動車 

●事業概要： 
 自動車製造拠点の設立・販売事業 
 
●主な事業： 
 -ﾄﾖﾀ製自動車販売（ﾁﾘ） 
 -日野製ﾄﾗｯｸ製造・販売（ﾀｲ） 
 -ﾔﾏﾊ製二輪車製造・販売（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｲﾝﾄﾞ） 

●事業概要： 
 ｱｼﾞｱ/南米向け個人販売へのﾌｧｲﾅﾝｽ事業 
 
●主な事業： 
 -ﾔﾏﾊ製二輪販売金融（ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ｲﾝﾄﾞ・ﾀｲ） 
 -ﾄﾖﾀ製自動車販売金融（ﾁﾘ・ﾍﾟﾙｰ） 

●事業概要： 
  PAG社との協業・世界展開 
  ﾏﾙﾁﾌﾞﾗﾝﾄﾞ事業への参画 

●事業概要： 
 米州を中心とする輸送事業・部品事業の展開 
 
●主な事業： 
  - ﾄﾗｯｸﾘｰｽ･ﾚﾝﾀﾙ / ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ事業 (北米･豪他) 
    - 自動車部品ﾛｼﾞ（北米、欧州、ｲﾝﾄﾞ、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ、中国） 

27 

建機・ 
産業機械 航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

自動車 

自動車製造・卸売事業 自動車・二輪車金融事業 

ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ事業 ﾏﾙﾁﾌﾞﾗﾝﾄﾞ事業 

ﾄﾖﾀｸﾞﾙｰﾌﾟを中心とする事業基盤強化に加え、Penske Automotive Group, Inc.などの戦略的ﾊﾟｰﾄﾅｰとの
事業展開のほか、ﾏｰｹｯﾄに根差した事業展開を図ることで、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな成長を当社成長戦略に取り込みます。
またﾒｰｶｰからﾕｰｻﾞｰまでの組立製造、ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ、卸売、小売、販売金融といったﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝを強化します。 
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事業領域概要  建機・産業機械 
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建機・ 
産業機械 航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

自動車 

資源開発などで鉱山建機需要が安定している米州・豪州・ﾛｼｱにおける事業の収益基盤の構築に努めます。
また米州・ｱｼﾞｱ・国内の工作機械事業基盤の強化に取り組んでいきます。 

●事業概要： 
ｺﾏﾂ製建機・鉱山機械の販売、ﾚﾝﾀﾙ
を軸に、地下建機等周辺事業も拡大 
 

●主な事業： 
 ｺﾏﾂ製建機・鉱山機械の販売･ﾚﾝﾀﾙ   
  -豪州 
    -米国5州（ｱﾘｿﾞﾅ、ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ等） 
    -ﾒｷｼｺ（鉱山機械のみ） 
    -ﾍﾟﾙｰ 
    -ﾛｼｱ（ｳﾗﾙ、西ｼﾍﾞﾘｱ地区） 
  -ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ 

●事業概要： 
 産業機械・農機・ﾛﾎﾞｯﾄの販売 
 
●主な事業： 
 -国内外向け産業機械の販売 
  （三井物産ﾏｼﾝﾃｯｸｸﾞﾙｰﾌﾟ） 
 -ﾌｧﾅｯｸ製品販売(ﾀｲ、ﾏﾚｰｼｱ、ﾌﾗｼﾞﾙ) 
   -DMG･森精機製品販売（米国） 
 -ﾔﾝﾏｰ製農業機器の販売（ｱｼﾞｱ） 
 -ｱｸﾃｨﾌﾞﾘﾝｸ製ﾛﾎﾞｯﾄ販売（国内） 
 -安川電機製ﾛﾎﾞｯﾄ販売（国内） 

建設機械販売事業 産業機械販売事業 ﾚﾝﾀﾙ・金融事業 
●事業概要： 
鉱山機械、ﾀﾞﾝﾌﾟ･ﾄﾗｯｸ等のﾚﾝﾀﾙ
、ｺﾏﾂ製建機・鉱山機械のﾌｧｲﾅﾝｽ 
 

●主な事業： 
 建機ﾚﾝﾀﾙ事業 
   -国内（太陽建機、ﾆｯﾊﾟﾝﾚﾝﾀﾙ） 
     -豪州（NPE、鉱山建機） 
   金融事業 
     -豪州（ｺﾏﾂ製建機） 
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事業領域概要  船舶 

●事業概要： 
新造船売買、用船・中古船・船舶機器売買仲介 

建機・ 
産業機械 航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

自動車 

一般商船事業 

一般商船事業における新造船売買と投資型事業である社船事業の強化を計画しています。LNG船事業は、
昨今のｼｪｰﾙｶﾞｽ開発などによる船腹需要増加を踏まえ、長期的視点に基づき将来の安定収益源として基盤
強化に努めます。 

●事業概要： 
- 船舶（社船）の保有、運航、管理 
- ﾊﾟｰﾄﾅｰとの船舶共同保有、運航 

社船事業 

LNG船事業 
●事業概要： 

- LNG船保有事業 
- 当社ｴﾈﾙｷﾞｰ本部との協働によるLNG Trading 

& Shipping体制構築 

新規事業 
●事業概要： 

- ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ戦略の一層の展開 
- ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ、当社物流強化等の新たな取組 

29 
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30 

建機・ 
産業機械 航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

自動車 

航空機ﾘｰｽや、戦略ﾊﾟｰﾄﾅｰと取り組むｴﾝｼﾞﾝ事業の展開を通じ、優良資産ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを構築し、国内市場において
強みを有するﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ輸入販売と共に、世界の航空輸送需要の高い成長とﾆｰｽﾞを取り込み、長期収益基盤の拡
充を図ります。 

●事業概要： 
航空機のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾘｰｽ、 
本邦投資家等に向けたﾘｰｽ案件
開拓・機体管理・売却支援 
ｻｰﾋﾞｽの提供 
 

●主な事業： 
₋ 米Boeing、欧Airbus製狭胴 
  航空機のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾘｰｽ 
 

●事業概要： 
 航空機ｴﾝｼﾞﾝの開発投資、ﾘｰｽ、 
 販売 
 
●主な事業： 
₋ 新型航空ｴﾝｼﾞﾝ開発投資への参
画 
₋ 米Willis Leaseとの航空ｴﾝｼﾞﾝﾘ
ｰｽ共同事業 
₋ 航空ｴﾝｼﾞﾝの販売 

●事業概要： 
ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの輸入販売、国産旅客機
の開発・製造事業、貨物機改修 
事業 
 

●主な事業： 
₋ 伊Agusta Westland製ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰの
輸入販売 
₋ Mitsubishi Regional Jet開発・
製造事業への参画 
₋ ｲｽﾗｴﾙIAIとの貨物機改修共同事業 
 

航空機ﾘｰｽ事業 航空機ｴﾝｼﾞﾝ事業 ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ事業 
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建機・ 
産業機械 航空 

交通 船舶 

5 
事業領域 

自動車 

米国・欧州・ﾌﾞﾗｼﾞﾙ・ﾛｼｱの鉄道車輛ﾘｰｽ事業の基礎収益基盤に加え、交通ｲﾝﾌﾗﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、貨物輸送事業、
旅客鉄道事業の推進を行っていきます。 

●事業概要： 
鉄道車輛ﾘｰｽ事業 
 

●主な事業： 
 -米国貨車ﾘｰｽ事業 
 -欧州機関車ﾘｰｽ事業 
 -ﾌﾞﾗｼﾞﾙ貨車ﾚﾝﾀﾙ事業 
 -ﾛｼｱ貨車ﾘｰｽ事業 

●事業概要： 
 鉄道ｼｽﾃﾑ建設、鉄道車輛輸出入 
 
●主なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ： 
 -台湾新幹線 
 -重慶ﾓﾉﾚｰﾙ、沖縄ﾓﾉﾚｰﾙ 
 -ﾏﾚｰｼｱ複線電化土木軌道建設 
 -南ｱ鉄道公社向け機関車輸出 
   -ｼﾞｬｶﾙﾀMRT向け鉄道ｼｽﾃﾑ供給 
 

●事業概要： 
-複合貨物輸送事業 
（鉄道、港湾、内陸ﾀｰﾐﾅﾙ） 
-都市交通事業 
  

●主なﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ： 
 -VLI貨物輸送事業（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ） 
 -Odebrecht Mobilidade旅客輸送事業 

(ﾘｵ近郊鉄道･ｻﾝﾊﾟｳﾛ地下鉄6号線他) 
(ﾌﾞﾗｼﾞﾙ) 

   -ｻﾝﾊﾟｳﾛ地下鉄４号線（ﾌﾞﾗｼﾞﾙ） 

鉄道車輛ﾘｰｽ事業 交通ｲﾝﾌﾗﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 貨物輸送事業・旅客鉄道事業 
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